
世界に伍するスタートアップ・エコシステムの形成について
（総合科学技術・イノベーション会議 イノベーション・エコシステム専門調査会）

【現状認識】
・ スタートアップは、経済成長と社会課題解決の主な担い手。

「新しい資本主義」の「成長と分配」の実現に必須。

・ 過去10年間、国内VC投資増など、国内ｴｺｼｽﾃﾑは堅調に発展。

【抜本強化の方向性】
・日本が強みを有するDeep-tech及びデジタル分野のポテンシャルを解放し、世界と伍するスタートアップ・エコシステムを形成する観点から、VCマーケット
発展に必要な「３つの要素」（①成長資金、②ＶＣの質・量、③起業家）に加えて、④都市・大学の機能、⑤政府調達に係る抜本強化策をとりまとめ。

課題 政策の方向性

・諸外国と比較して日本のVC投資額（GDP比）は極
めて少額に留まっている。

・全てのステージでの投資が不足。

・諸外国では機関投資家が長期的資金の供給源。

・一方、我が国の機関投資家からのLP出資額はご
く僅か。

・グローバル市場で活躍するスタートアップ輩出経験、
分野の専門性不足。

・一件当たりの投資額、レイター投資額が小規模。

・諸外国と比較して起業家へのｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞが不十分。

・米国等で拡大する未上場株式市場（ｾｶﾝﾀﾞﾘｰ・ﾏｰｹｯ
ﾄ）が無く、上場・未上場の選択ができない。

・起業家教育はごく一部に留まる。
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【課題】
・ 各国のエコシステムは日本以上のスピードで成長し、人材や技術が国外に
流出する事態も散見。

・ 国内スタートアップの大半は、国内志向・小規模なものに留まる。

・機関投資家においてVC投資が促進されるよう環境整備を推進。

・呼び水としての公的資金によるリスクマネーの抜本強化。
（プレシード、シードに加え、特に、レイタ―段階の抜本強化が必須）

・個人からVCへの投資促進のための仕組みの在り方の検討、エンジェル税
制の利便性向上・手続き簡素化を検討。

・世界では都市が政策的にｴｺｼｽﾃﾑ形成をﾘｰﾄﾞする
一方、日本の都市のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな競争力は不十分。

・大学におけるスタートアップ創成基盤は不十分。

・国際的なｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ・ｷｬﾝﾊﾟｽは未整備。

・官公需総実績総額に占める新規中小企業者向け契
約実績が極めて低調（１％未満）。

・調達を前提としたスタートアップの研究開発を支援す
る日本版SBIRの規模は非常に限定的。

・日本版SBIRを抜本拡充。

・各省庁・地方自治体によるｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟからの調達を促進。

・政府調達の参加資格の見直し、手続きの簡素化を検討。

・拠点都市を中心にスタートアップのグローバル展開などを強化。

・大学ファンドを活用し、海外トップ研究者の誘致、世界的拠点形成を促進。

・海外大学と連携した、世界に比肩するスタートアップ・キャンパスを創設。

・公的機関から海外VCへのLP出資を実施する枠組みを推進。日本のスター
トアップに海外VCのノウハウ・ネットワークを導入。

・公的機関・官民ファンドからのLP出資を通じ、民間VCが育成されるインセ
ンティブ設計すべき。

・次の起業家やエンジェルとなる好循環形成等に必要な仕組みを検討。

・国内外の優れた人材獲得の観点から、ストックオプション制度の見直し。

・セカンダリーマーケットの創設に向け、環境を整備。

・初等中等教育段階からの起業家教育、STEAM教育を強化。
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